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はしがき

この報告書は，平成 15年度から平成 17年度まで， 3年間に渡って，文部科学省科学

研究費補助金(基盤研究 (C))の援助により行われた表記の研究成果をまとめたもので

ある.本報告書では，研究発表リスト(1)の論文を収録した本研究の大部分は，すで

に学会等において，論文または口頭で発表したものであるが，本報告書によって全体像

を把握され，関連分野の研究に活用していただければ幸いである.
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